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連載・今月の一枚
第20回：都会の星空(２)

メガパーセクメガパーセクメガパーセクメガパーセクメガパーセク

　半年ほど前でしょうか、このコー
ナーに「都会での星空」というタイ
トルで執筆したことがあります。そ
の時は冬休みの一コマを捉えたス
ナップショットを紹介し、ネオンサ
インの煌く遊園地内からでもはっき
りと見ることができる「木星」につ
いてお話しました。
　タイトルにもありますように、こ
の文章の主題は都会で星空を楽しむ
ことについてです。筆者としては書
いた内容に責任がありますので、一
回きりの例だけでは申しわけがたち
ません。そこで、今回もまたまた同
じようなシチュエーションですが、
夏休みに撮影した画像をピックアッ
プしています。
　前回は子供の身長が足りずに乗れ
なかったアトラクションに今回は乗
ることが出来、親子ともに満足した
１日でした。でも、夏の暑い日ざし
の中で行列に並ぶのはそれだけで体

力を消耗しますね。
　さて、この２枚の写真でも、宵闇迫るまだ明るさ
が残る空の中に、輝く星が見えています。前回とは
違いますので、木星ではありません。こちらは、
「一番星」や「宵の明星」と呼ばれることのある
「金星」です。金星は、木星以上に明るくなります
ので、条件さえ整えば、昼間でも見ることが出来ま

す。その明るさを利用して、９月の天文教室は、
「昼間の金星を見てみよう」をテーマに開かれま
した。詳しくは、下の記事をご覧下さい。
　金星というと、昨年春のこのコーナーで、金星
の形の変化を示す組み写真を載せました。『天文
教室のために撮り貯めた組写真が、その後どうな
るか？』と締めくくったのですが、やはりずぼら
な私には、その後の進展はあまりありません。し
かし実はいま、再び少しずつ金星の撮影を行なっ
ています。こちらの方も今後ご紹介できる機会が
あるのではないかと思っています。（矢動丸 泰）

ジュラ紀をテーマにしたアトラクションの入り口付近で空を
見上げると金星が明るく輝いていました（上写真）。
巨大サメと記念写真を撮ることの出来る場所でも夕空にくっ
きりと金星が見えます（下写真）。

　９月26日に最大光度（－4.6等）となる金星を昼
間に見てみようというテーマで、天文教室が９月15
日に行われました。当日はあいにくの曇り空でした
が、小澤研究員はぬかりがありません。後日、晴れ
た日に自分で金星を探すことができるようにと金星
を探すための道具を準備していました。この道具は
この日のために考えられたオリジナルです。
　はじめに小澤研究員から金星についての話を聞い
た後、工作にとりかかりました。１時間後、皆さん
の手にはすばらしい完成品。使い方を練習して、天
文教室は終わりになりましたが、道具を持ち帰った
皆さんは、昼間の金星を見ることが出来たのでしょ
うか。気になります。　　　　　　　（矢動丸 泰）

↑力を合わせ、工作を行う参加者。ちょっ
と難しい箇所もあるので、協力が大事で
す。グループで一つ作りました。

←（左）金星の
解説を行う小澤
研究員。（中）
完成した金星を
見つけるための道具は、小澤研究員のオリ
ジナル。右下のように穴から空を見て金星
を探します。（右）やっぱり星好き。重り
の消しゴムも星形に加工しちゃいます。

↑小澤研究員に使い方を聞きながら金星探し
の練習をする参加者の皆さん。曇っていたの
で室内での練習になりました。本来なら外で
金星を見ていたはずなんですが…（涙）。



連載　美里から宇宙へ
科学者の職業　５

　観望会の内容は当日の天候、参加
者数などで臨機応変に変わります。
あらかじめご了承下さい。
観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜
開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻　午後７時15分、８時、
８時45分（なお、途中参加はご遠慮
下さい。）
参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
３(木)～６(日)：星雲、星団、他
10(木)～14(月)：月、秋の星々、他
17(木)～20(日)：月、秋の星々、他
24(木)～27(日)：秋の星々、星団、他

みさと天文台通信

休館：毎週月曜日・毎月第一火曜日
見学時間：午後１時～午後６時
研究員による105cm望遠鏡の案内：
午後１時30分、３時、４時30分

　天文教室は基本的にいずれも参参参参参
加無料加無料加無料加無料加無料ですが、場合によって、実
費が必要となります。また、会
場・材料の都合から事前予約が必
要な場合もあります。特に記述が
無い場合もなるべく事前（今回は
７日前まで）にお申込み下さい。
参加申込、お問い合わせはみさと
天文台まで。なお材料などの保証
はできませんが、見学も大歓迎！

コペルニクス生誕500年

10月のイベント 編集後記

10月の観望会の予定

10月以降のイベント

昼間の施設見学について

長い学生期間

司教の伯父の政策秘書

「小論」から「回転論」へ

やっかいなチュートン騎士団

（佐藤文隆：甲南大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

★11月の天文教室
日時：11月10日（日）午後２時
★12月の天文教室
日時：12月８日（日）午後２時
★ふたご座流星群特別観望会
日時：12月13日（金）午後10時

　太陽中心説を検証した「回転論」
が出版されたのはコペルニクスが没
した1543年のことだった。出版し
た本屋は当時の出版業の中心の一つ
であったドイツのライプニッツであ
る。それがポーランドのフロンボル
グという小さな街の聖堂にいるコペ
ルニクスの死に間際に到達したとい
う。
　この本は軌道の巧妙な作図法とい
う数学だけでなく、幾つかの天文学
観測を自分でやったデータも織り込
んだもので、現代の自然科学の書と
似た性質のものである。だから、こ
れはコペルニクスが何処かの天文台
で働いてまとめた研究の集大成のよ
うに思うかもしれない。しかし、コ
ペルニクスの人生はルネッサンス時
代までの学者の典型的なもので、科
学者という職業からは程遠いもの
だった。
　1973年はコペルニクス生誕500年
の記念の年でした。この年、天文学
の大きな国際会議がポーランドで開
かれました。私は、この会議に出席
した時に、バルト海に面したグダニ
スクという大きな街と同じ地方にあ
るフロンボルグを訪ねるコペルニク
ス・ツアーに参加したことがありま
す。

　コペルニクスはこのフロンボルク

を含む地方の中心地トルンに商人の
家に生まれたが、間もなく父が死ん
で、僧職にあった伯父のもとで養育
された。まず当時のポーランドの文
化の都クラコフの大学で学び、卒業
後の1496年から10年程の間、イタ
リアのボローニアやパドバの大学に
留学する。そこで古代ギリシャの学
問の再興というイタリア・ルネッサ
ンスの息吹を吸収する。この間、歩
いてアルプス越えをして、何回か行
き来しているようである。
　伯父の手回しでクラコフ大学卒業
間もなくフロンボルグ聖堂参事会員
という僧職に任命されているから、
この留学もいわば教団からの官費留
学であった。学んだのは数学、天文
学、医学、法律であり、長い学生時
代の最後には教会法学博士の学位を
得ている。また当時の学者の最低条
件はラテン語、古代ギリシャ語、他
のヨーロッパ語を操れることもあ
る。コペルニクスも古代ギリシャの
ある書簡集のラテン語への翻訳を
やっている。その時はもう30才にも
なっていた。

　1506年から６年間ほど、司教に
選ばれた伯父ルーカス・ワッツエン
ローデの秘書のような役目に徹し
た。司教というと坊さんの職のよう
に思いがちですが、教団が一つの地
域の行政、宗教、教育、経済を運営
している時代だから、司教とは今で
言うと県知事のような役職であっ
た。伯父は結構辣腕で政敵も多かっ
たらしい。コペルニクスはその身内

の政策秘書として苦労するのであ
る。もっともフロンボルグ聖堂の参
事会員としては全く勤務してないの
だが、表向きは司教である伯父の医
師であったという。

　1512年、伯父が司教をやめたた
め、多忙な政策秘書から解放され
た。そして本来のフロンボルグに落
ち着き、一生そこに居る事になる。
そこは県の一部の郡のような小さな
行政区に責任のある教団であった。
ところが、一時代前の十字軍の後始
末の後遺症として残っているチュー
トン騎士団の領地とこの教区は接し
ていた。十字軍時代は終わったのに
大きくなった武装集団の始末に困っ
て領地を与えて宥めた歴史の後遺症
といえる。
　この騎士団はしばしばフロンボル
グの教区に戦争を仕掛けてきた。コ
ペルニクスもこの教区の長に選ばれ
て何回もこの武力紛争に対処しなけ
ればならなかった。政治の中心から
田舎に移ったつもりだったが、学問
に集中出来る様な無風地帯ではな
かったのである。

　チュートン騎士団と領地を接して
いる教区の長として対処を迫られる
のは武力紛争だけではなかったので
ある。両方の行政府が別々に作った
貨幣が混じって使用されることに伴
う問題である。実務的にも対処する
一方で、コペルニクスはこの経済問
題について結構本格的な論文を書い

ている。いろんな意味でトラブルの
多い教区だった。

　こういうコペルニクスの職業を見
ていくと「いったい彼は何時から天
文学に取り組んだのか？」という疑
問が出てくる。発端はイタリア留学
時である。当時、知識というのは先
人の知恵から見出す、すなわち自然
から見つけてくるのでない、という
ものであった。コペルニクスは太陽
中心説をそういう古代ヘレニズムの
学問に発見した。しかし、そこから
先の詰めの考察に彼の手法には科学
の芽がある。
　この探求はフロンボルグに赴任し
た頃から始まっており、1533年に
書いた短い「小論」でかたちをなし
た。その頃から、フロンボルグに新
説を唱える天文学者がいるという評
判がヨーロッパの学者の間に口コミ
で拡がっていった。学者同士の手紙
の交換でこういう評判が拡がった。
すると、遠方から訪ねてくる者が現
れる。コペルニクスのもとにもドイ
ツの若者が現れ、彼がライプニッツ
での出版の手配に持っていき、彼も
本格的な「回転論」の著述に精力を
傾けたようである。当時としては70
才というのは超高齢である。働き盛
りを過ぎてからも長い時間があった
事が、青年時の学問の情熱を纏め上
げることを可能にしたと言える。

貨幣政策論

★10月の天文教室
　パソコンに挑む　第３弾
「リモート望遠鏡の中身、お見せし
ます。ついでにＷｅｂプログラム技
術に挑戦！」（仮）
日時：10月13日（日）午前10時
講師：豊増 研究員（みさと天文台）
申込：要予約（1週間前までに）
参加費：200円程度
　リモート望遠鏡のお披露目とその
技術の説明を行い、実習として実際
のプログラミング（Webアプリの作
成）に、いきなり挑戦しようと思い
ます。以前に行った、自作パソコン
教室、パソコン外部機器制御
（RS232CとC言語）教室に続き、
硬派のパソコン技術教室第３段！
「覚えて帰って、秋の夜長に趣味の
プログラム作りなんていかが？」
　言語は、リモート望遠鏡と同様に
Javaで行うか（最近流行のJSP
か）？はたまたPerl/CGIにするか？

参加者の状況を見て決定します。
Windows98以上のパソコンの持ち
込み推奨（無い場合は要相談）。ま
た実習参加者は、メモ帳で簡単な
HTMLファイルが編集でき、あらか
じめ参考書（後で指定）で予習して
おくことが望ましい。本気で挑戦！

　デジタル工房のご利用は、町内在
住あるいは在職の方で説明会におい
て登録を済ませた方に限ります。今

デジタル工房説明会

月の説明会は、10月６日(日)午後２
時からです。

　怒濤の夏休みが過ぎ、山々を通り
過ぎる風も涼しくなりました。天文
台の近辺では曼珠沙華が焔のように
艶やかな紅い色の花を咲かせていま
す。もうすぐお彼岸です。ときおり
ぶり返す残暑も終わりでしょうか。

　秋と言えば、もうすぐ柿のシーズ
ンです。天文台の周りにもたくさん
の柿の木が植えられており、色付き
始めた柿が収穫されるのを今やおそ
しと待っているようです。美里町の
富有柿、お一ついかがですか？(Y2)



ゆったりとした気持ちで眺めるに
は、ちょうど良いかも知れません。
　今月は、秋の夜空にある代表的な
星座、カシオペア座についてご紹介
いたします。

連載　今月の星空

「あなたの星」が見頃ですよ！
　友の会のみなさん、10月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

北極星を探して…

カシオペア座

今月の天文現象
６日（日）　新月●
８日（火）　寒露
９日（水）　小惑星ケレスが衝
13日（日）　水星が西方最大離角
　　　　　　上弦
14日（月）　体育の日
20日（日）　秋の土用の入り
21日（月）　満月○
23日（水）　霜降
29日（火）　下弦
31日（木）　しし座ηの星食
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　秋も深まり、夜風が冷たくなりま
した。この時期は、その澄んだ夜空

写真：秋の北天に輝くカシオペア。にたくさんの星を望むこと
ができます。
　秋の夜空を見上げると明
るい星が少ないことに気付
きます。秋の星座の中にあ
る一等星は、南の空に輝
く”みなみのうお”座の
フォーマルハウト、ただ１
つ。西空に傾く夏の星座に
比べ少々寂しささえ覚えま
すが、静かな秋の夜長、

（小澤友彦）

　カシオペア座といえば、多くの方
が一度は聞いたことがある星座で
しょう。小学生の頃、理科の授業で
北極星（真北の方角に輝く星。古く

つです。ですから少々の街明かりが
あっても見つける事はできるでしょ
う。10月なら日付けが変わるころ、
11月なら夜９時頃、12月ともなれ
ば夜７時頃には、頭の上近くに昇り
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写真：真冬の北天の様子。カシオペア座と北斗七星が見える。

ます。また、とても暗い場所では、
暗い星が見え過ぎて、星座を見つけ
るのが難しくなります。そんな暗い
場所では、決まって天の川を見つけ
られるので、天の川に沿って探して
みて下さい。カシオペアは、天の川
の中に潜んでいます。
　さて、カシオペアが見つかった
ら、あとは簡単です。上の写真を見
ながら説明します。
　α星とβ星をともに貫くように大
空に線を描いてみて下さい。（想像
ですよ。本当に線を引くわけではあ
りません。）同じようにδ星とε星
に重なるように線を引いてみて下さ
い。さて、この２つの線がカシオペ
ア座のすぐ脇で交差しますね。この
交差した場所と、残す１つの星、γ
星を結び、この距離５倍分、延ばし
たところに探す北極星が見つけられ
ます。さぁ、どうでしょう。見つけ
られましたか？

から方位
を知るた
めに利用
された）
を探すた
めに使う
星座とし
て、その
名を耳に
します。
　では、
そ の 時
習った北
極星の探

し方、覚えてますか？天文台にて夜
ごと行われる観望会で、お客さまに
質問してみます。多くの方から、
「あー、聞いた事あるんだけど…。
忘れちゃったなぁー」という答えを
頂きます。まぁ、忘れてしまうのも
当然ですね。最近では、車に乗って
もカー・ナビなんて便利な機械があ
るくらいですから、星を見て方位を
調べる必要なんて無くなってしまい
ますよね。
　とは言え、折角の機会ですから覚
えてみて下さい。何かの時に役に立
つかも知れませんので。
　まずはカシオペア。北極星を探す
にもカシオペアがわからなければ、
何も始まりません。カシオペアは、
アルファベットの”W”の形（とは
いっても、見頃のこの時期は、”
M”に見えるんですが…。）に小さ
くまとまった星座です。Wを形作る
５つの星は、２等星２つと３等星３

さまざまな天体

では、最後にカシオペアにあるさま
ざまな天体の中から、幾つか選んで
ご紹介いたしましょう。

　星が死を迎える１つの形、超新星
爆発。その残骸だといわれていま
す。とても暗く、目で見る事は不可
能です。しかし、非常に強い電波を
出し、とても興味深い天体です。

写真左：
中央上部にかすかに見える星雲がカシオペア
Ａと呼ばれる超新星残骸。

カシオペアＡ

ＮＧＣ２８１

　天の川の中に輝く散光星雲。カシ
オペア、ペルセウス座周辺には、た
くさんの散光星雲を確認できます。
しかし、どれをとっても非常に暗
く、目で見るこはできません。

NGC281と呼ばれる散光星雲。カラー写真で
は、まっかな色で写し出される。
写真下：

ＩＣ１０

　天の川近くにある不規則銀河。天
の川近くにあるため、その距離を正
確に測定することは、難しい。およ
そ、300万から500万光年程の距離
にあると考えられています。

写真右：不規則銀河IC10。

11, 59, 8372, 8430, 8542, 8584, 8586, 8647, 8650, 8696, 8785, 8840, 8971
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今月の宇宙人
博物館実習 真夏の出来事

initialized

天文見聞録
天文世界の夏の学校

　苦労した実習課題「表計算ソフト
を使って星座を色々な角度から見る
データ作り」について書きます。
　内容の説明を受けてから一週間、
О研究員とメールをしながら作業を
進めたものの成果は殆んどなく次の
実習日を迎えました。Оさんの下、
必死に頑張りましたが、仕上がらず
私の心は不安一色になりました。
　次の日課題は完成し、午後11時
に、Ｙ研究員が課題終了の一報をО
さんへ電話しました。開放感でいっ

　８月号の初登場に続き、２回目の
登場です。今月号は学芸員実習の思
い出の一ページを書きます。
　2002NY40という小惑星が星座の
中を動いていく様子を撮影するため
に、８月12日から３日間、昼夜逆
の生活を送りました。この３日間は
なんとお盆。「あなたの知らない世
界」などの番組が放送されている頃

太田 健治

　夏休みの間、天文台に通いつめ、
様々な研修をしていった若者達（今
回は前半の二人）を御紹介します。

太田くんも岡本さんも和歌山大学の４回生。

　和歌山大学４回生、山本真由美
でっす。『夏の学校』に行ってきた
ので、紹介します。『夏の学校（正

な学部生もいますが）同士、和気あ
いあいでした。
　昼間は１日中発表会。テーマごと
の分科会では、ピリリとした空気で
発表と質問の繰り返しでした。分科
会のテーマは「恒星（まさしく太陽
などの恒星について）」・「機器
（天体などを観測するときの機器に
ついて。なんだか工学チックで
しょ？）」・「相対（アインシュタ
インの相対性理論からの発展。宇宙
初期の話もここ）」などなど。一言
に天文学っていっても、いろいろあ

るでしょ？
　いくつか分科会をのぞいてみましたが、残念なが
ら、私には難し過ぎて、理解が追いつきませんでし
た…。
　夜は一転して自由な時間。途中親睦会もあって、
院生同士の仲は深まるばかり。ポスター発表のパネ
ルの前で説明をしている人がいれば、明日の発表の

ぱいだった私は、「え？ダメな
の？」という絶望的なＹさんの言葉
を聞かなかったことにしました。
「太田ぁ、明日大学来れる？」新た
な始まりを告げる声。「頑張りま
す」が私の精一杯の言葉でした。
　最終日、Оさんの指導で作業を始
めて五時間後、ついに課題は完成し
ました。その後、Оさんの後輩の方
から新たに17天体のデータを預か
り、現在にいたります。詳しい内容
は、みさと天文台のＨＰからリンク
されているので、御覧下さい。

岡本 知佐美 かび上がる二人の顔。それが真剣な
顔だからさらに怖い。おばけもそん
な私たち二人にびっくりしたので
しょう。そのおかげか、へんなモノ
が映ることなく目的の小惑星をきれ
いに撮影することができました。さ
らにうれしいことに新聞記事へ写真
を載せて頂きました。この日の新聞
は紙が黄色くなるまで持っているつ
もりです。

式名称：2002
年天文天体物
理若手の会、
夏の学校）』
は、毎年夏に
大学院生が主
催する天文学

の発表会みたいなものです。今回の
会場は京都の田辺でしたが、さすが
京都、暑かったです。もちろん会場
内は冷房完備。空調が効きすぎてい
てむしろ寒かったぐらいですが…。
　さてさて会場内の雰囲気は、全国
から集合した天文や天体物理などを
勉強している院生（たまに私みたい

準備をしてい
る人、果ては
酒を飲んでう
かれている人
もいました。
　さて初めて
行った夏の学
校は、知らな
い人ばっかり
で不安でした
が、みんない
い人でした。

しかも、一生懸命に天文学というものと関わっている人ばっかりで、すっ
かり喝を入れられてしまいました（笑）。　　　　　　　（山本 真由美）

「星のお兄さん発掘事業（インター
ネット望遠鏡を使った参加型星空観
望会）」として入賞し、製作したリ
モート望遠鏡。左：設置風景、上：
ドームの開閉　詳しくは、10月13
日(日)の天文教室で。（豊増伸治）

８月
18日：連載（小惑星2002NY40）
21日：NHKニュース
　　　（打ち出せるか分校の特色）
25日：連載（星影、星の光）
９月
１日：連載（金星）
３日：KANSAI１週間
　　　（天文台紹介）
８日：連載（中秋の名月）
15日：連載 （ステファンの五つ子）

８月
16日：和歌山県・郡校長会
17日：高積サッカークラブ

８月
17日：接近小惑星の眼視観測
21日：コンペ報告会準備（豊）
22日：ミニドーム搬入
24日：流星電波観測ガイドブック
発売
28日：コンペ報告会（豊）
30日：国立天文台野辺山公開日ツ
アー（～9/1日　豊）
31日：ネットワーク不調

９月
２日：PAOFITS出張（～３日　矢）
９日：わかてん（矢、豊）
15日：天文教室
※コンペ：KANSAIブロードバンド
活用術企画コンペ（写真参照→）

　夏が過ぎ～風あざみ～。コンペに
入賞してその成果物製作に大忙し、
今年も夏のお客さんに満員御礼、
おっと地元分校とのタイアップも忘
れちゃいけねぇ。気が付けば、秋
風、「今年は猛暑だったんです
か？」　今は、読書が進みます。

※連載：
　　毎日新聞「星からの贈りもの」

25日：伊都高校空手道部
27日：吉備町自然観察教室
28日：登美ヶ丘高校観測(～29日)
29日：幼児活動研究会
９月
３日：大阪外語大ゴスペルサークル

です。街灯かりのない山
中に建てられた天文台。
撮影中は一切灯かりをつ
けません。付き添いの研
究員さんと、ちゃんと撮
影されているかモニター
を覗き込んだ時、なんと
も恐ろしいものを見てし
まいました。
　モニターの光を浴び浮


